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月 火 水 木 金 土 集中
1年 2年 1年 2年 1年 2年 1年 2年 1年 2年 1年 2年

1

春学期 臨床心理面接特論Ⅱ
（臨床心理面接特論B）

実習日

臨床心理
特別実習Ⅱ
（心理実践

実習Ⅲ）

人格心理学特論
（心理的アセスメントに
関する理論と実践Ⅱ）

実習日

（2年履修推奨）
○心理統計法特論
（心理的アセスメントに

関する理論と実践Ⅲ）
○投映法特論B

投映法特論A

○心理療法
　特論
○コミュニティ
　アプローチ
　特論
（家族関係・集団・
地域社会における
心理支援に関する
理論と実践Ⅱ）

秋学期
学校臨床心理学特論

（教育分野に関する
理論と支援の展開）

2
春学期

臨床心理面接特論Ⅰ
（心理支援に関する

理論と実践）

秋学期

3
春学期 心理臨床センター

ケースカンファレンス

臨床心理査定演習Ⅰ
（心理的アセスメントに

関する理論と実践Ⅰ）

犯罪心理学特論
（司法・犯罪分野に関する

理論と支援の展開）

臨床心理
特別実習Ⅰ
（心理実践

実習Ⅱ）

秋学期 臨床心理査定演習Ⅱ

4

春学期
社会心理学特論

（産業・労働分野に関する
理論と支援の展開）

心理学研究法特論
（心理的アセスメントに

関する理論と実践Ⅳ）

臨床心理学
特論A

臨床人間学
総合演習

秋学期
健康心理学特論

（心の健康教育に関する
理論と実践）

5

春学期
グループアプローチ特論
（家族関係・集団・地域社会における

心理支援に関する理論と実践Ⅰ）

心身医学特論
（保健医療分野に関する

理論と支援の展開Ⅱ）

臨床心理
基礎実習

秋学期
発達心理学特論

（福祉分野に関する
理論と支援の展開Ⅱ）

6

春学期
障害者（児）心理学特論

（福祉分野に関する
理論と支援の展開Ⅰ）

秋学期
精神医学論特論Ⅰ

（保健医療分野に関する
理論と支援の展開Ⅰ）

臨床心理学特論B

 1・2年必修科目　  1年必修科目　  2年必修科目　  1年もしくは2年配当科目時間割（例）

　2017年度臨床心理士資格試験の結果が発表され、大学院文学研究
科臨床人間学専攻臨床心理学専修修了者7名が受験、受験者全員が
合格し、合格率100％という快挙となりました。
　臨床心理士資格は、財団法人日本臨床心理士認定協会が指定され
た大学院修士課程を修了後、同協会が年に1回秋に実施する試験に
合格した者に与えられます。

受験
年度

修了
者数

受験
者数

合格
者数 合格率 全国

平均

2007 11 11 9 82％ 69％

2008 9 11 11 100％ 66％

2009 9 9 7 78％ 62％

2010 7 9 9 100％ 61％

2011 7 6 5 83％ 61％

2012 9 11 11 100％ 59％

2013 10 10 9 90％ 62％

2014 10 11 10 91％ 60％

2015 9 10 10 100％ 62％

2016 8 8 7 88％ 63％

2017 8 7 7 100％ 未発表

計 97 95 98％

臨床心理士資格試験合格者数一覧
ー 2017年度受験者全員が合格 !! 合格率100％を達成 !!ー

TOPICS
施設紹介

心理臨床センター

プレイルーム

箱庭療法用具 面接室

■ 当センターでは、子どもから大人の方まで、広く相談をお受けしています。
■ 相談内容の秘密は厳守いたします。
■ 必要に応じて医療機関との連携や他機関への紹介も行っています。 

　当センターは大学院生の研修機関を兼ねています。来談される方
の同意を得たうえで、大学院生が相談に同席及び 担当します。
● 医療機関等におかかりの場合、紹介状が必要になります。

■相談内容　さまざまな心の悩みや心理的問題でお困りの方のご相談に応じます。
＊ お子さんや子育てについての相談
不登校、ひきこもり、いじめ、友人関係、
反抗・暴力・非行などの問題、子育ての悩
みなど

＊ ご自身についての相談
自分を見つめたい、これからの進路や生
き方について考えたいなど

＊ 心身の悩みについての相談
無気力、抑うつ、神経症など

＊ 家族関係についての相談
夫婦関係、親子関係など

＊ 職場での悩みについての相談
職場の人間関係、仕事に対する不満など

＊ グループでのコンサルテーション
学校教育（教育相談、生徒指導、学級経
営）、児童福祉施設職員、保育、家庭教育
などについてのグループ・コンサルテー
ション


